
   令 和 ５ 年 ３ 月 ３ １ 日 

中部地方整備局 道路部 

 

中部で初めて、届出対象区域の指定を行います 

～ 沿道民地の電柱を対象とした「届出･勧告制度」の運用開始～ 

 

道路区域外の沿道民地からの工作物等の倒壊による道路閉塞を防止する仕組みと

して、道路法改正（令和３年９月施行）により「届出・勧告制度」が創設されました。 

このたび、中部で初めて、「届出対象区域」を指定し運用開始することにな

りましたので、お知らせします。 
 

【届出対象区域】 

対象路線 対象区間 延 長 工作物 運用開始日 

 

 

国道 22 号 

愛知県一宮
いちのみや

市
し

内 

【上り線】 

富士
ふ じ

３丁目交差点 ～  

名高速一
いちの

宮中
みやなか

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ入口 

【下り線】 

名高速一宮
いちのみや

東
ひがし

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ出口 ～  

富士
ふ じ

３丁目交差点 

 

 

約 1.1km 

 

 

電柱 

 

 

 

令和 5 年 4 月 1 日 

 

【添付資料】 

別紙１ ： 届出対象区域指定箇所 位置図 

別紙２ ： 「届出・勧告制度」の概要 

別紙３ ： 参考 道路法 
 

【配布先】 

中部地方整備局記者クラブ 
 

【問い合わせ先】 

中部地方整備局 道路部 道路管理課 課長 浅井
あ さ い

 洋二
よ う じ

、 課長補佐 伊藤
い と う

 秀則
ひ で の り

 

Tel：（052）953-8176

 



■届出対象区域指定箇所 位置図 
 

災害時の緊急輸送ルートである名古屋高速道路出入口と防災拠点

『総合
そうごう

大雄会
だいゆうかい

病院』を結ぶルートのうち、国道２２号の区間において、届

出対象区域を指定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国道 155 号は富士３丁目交差点から音羽１丁目交差点までは無電柱化整備済

みです。 

 

 

 

別紙１ 

愛知県一宮
いちのみや

市
し

内 



○目的
沿道民地からの工作物等の倒壊による道路閉塞を防止(道路法改正(R3.9施行))

○制度の概要
道路管理者は沿道区域・届出対象区域を指定し、区域内に工作物（電柱）を設置する際は、
電線管理者から道路管理者へ届出。届出に対し、道路閉塞のおそれがある場合は必要に応じ勧告。

国道５５号 高知県安芸市
【沿道民地の電柱が倒壊し道路閉塞した例】

沿道区域の指定※

届出対象区域の指定※

電線管理者から道路管理者へ電柱設置
を届出

必要に応じ、倒壊しても道路閉塞しない位置
や高さへの変更を電線管理者に勧告

【 手続きの流れ 】

※ 指定にあたり電線管理者や
土地所有者へ説明

【 沿道区域・届出対象区域のイメージ 】

民 地道路区域民 地

最大20ｍ
沿道区域

届出対象区域

最大20ｍ
沿道区域

届出対象区域

沿 道 区 域：道路に損害や危険を及ぼす場合は、その防止措置を命ずることが可能な区域
届出対象区域：沿道区域の全部又は一部において、電柱を設置する際、届出が必要な区域

「届出・勧告制度」の概要

倒壊すると道路が閉塞する位置 倒壊しても道路閉塞しない位置

【 道路の閉塞を防止する仕組み（イメージ）】

勧告による
位置の変更

別紙２



別紙３【参考】道路法

（沿道区域における土地等の管理者の損害予防義務）
第四十四条 道路管理者は、道路の沿道の土地、竹木又は工作物が道路の構造に及ぼすべき

損害を予防し、又は道路の交通に及ぼすべき危険を防止するため、道路に接続
する区域を、条例（指定区間内の国道にあつては、政令）で定める基準に従い、
沿道区域として指定することができる。ただし、道路の各一側について幅二十
メートルを超える区域を沿道区域として指定することはできない。

２ 前項の規定による指定においては、当該指定に係る沿道区域及び次項の規定に
よる措置の対象となる土地、竹木又は工作物を定めるものとし、道路管理者は、
当該指定をしたときは、遅滞なくこれらの事項を公示するものとする。

３ 沿道区域の区域内にある土地、竹木又は工作物（前項の規定により公示された
ものに限る。以下この項及び次項において同じ。）の管理者は、その土地、竹木
又は工作物が道路の構造に損害を及ぼし、又は交通に危険を及ぼすおそれがある
と認められる場合においては、その損害又は危険を防止するための施設の設置
その他その損害又は危険を防止するため必要な措置を講じなければならない。

４ 道路管理者は、前項に規定する損害又は危険を防止するため特に必要があると
認める場合においては、当該土地、竹木又は工作物の管理者に対して、同項に規
定する施設の設置その他その損害又は危険を防止するため必要な措置を講ずべき
ことを命ずることができる。

（以下省略）

（届出対象区域内における工作物の設置の届出等）
第四十四条の二 道路管理者は、沿道区域（前条第二項の規定により同条第三項の規定によ

る措置の対象となるものとして工作物が公示されたものに限る。）の全部又は
一部の区域を、届出対象区域として指定することができる。

２ 道路管理者は、前項の規定による届出対象区域の指定をしようとする場合にお
いては、条例（指定区間内の国道にあつては、国土交通省令。以下この条におい
て同じ。）で定めるところにより、あらかじめ、その旨及びその区域を公示しな
ければならない。

３ 届出対象区域の区域内において、工作物（前条第二項の規定により公示された
ものに限る。）の設置に関する行為をしようとする者は、当該行為に着手する日
の三十日前までに、条例で定めるところにより、行為の種類、場所、設計又は
施行方法、着手予定日その他の条例で定める事項を道路管理者に届け出なければ
ならない。

４ 次に掲げる行為については、前項の規定は、適用しない。
一 軽易な行為その他の行為で条例で定めるもの
二 非常災害のため必要な応急措置として行う行為
三 国又は地方公共団体が行う行為

５ 第三項の規定による届出をした者は、その届出に係る事項のうち条例で定める
事項を変更しようとするときは、当該事項の変更に係る行為に着手する日の三十
日前までに、条例で定めるところにより、その旨を道路管理者に届け出なければ
ならない。

６ 道路管理者は、第三項又は前項の規定による届出があつた場合において、その
届出に係る行為が災害が発生した場合において道路の構造に損害を及ぼすおそれ
又は交通に危険を及ぼすおそれがあると認めるときは、その届出をした者に対し、
その届出に係る行為に関し場所又は設計の変更その他の必要な措置を講ずべき
ことを勧告することができる。
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